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論文題目

精神科看護師の専門性向上を目的とした心理教育アプロー チの有効性

Effectiveness of psychoeducational approach for improving the expertise of psychiatric nurses 

【論文の内容の要旨】

精神科看護の実践において，専門性の確立が非常に困難であるとの指摘があるが，その

理由として精神医療の複雑な歴史や精神疾患への偏見，精神的ケアの難しさ，社会的評価

の低さ，精神科看護実践の可視性や評価の不明瞭性，人権擁護と安全性確保との葛藤など

が挙げられている．精神科看護の専門性が確立されない現状が続くと，実践の熟達が個々

の看護観やモチベー ションに左右され，看護の質が不均ーとなり，先人の技術や経験が専

門性として体系化されない弊害を生む．結果として，精神科看護の発展性が阻害され，そ

れを志す者への教育に与える影響は顕著である．本論では，このような課題解決に向け，

精神科看護の専門性を明らかにするとともに，その向上を目指した教育プログラムの方法

や構成を検討し，その効果検証を行った．

第1章では，精神科看護に対する社会的認知度や理解度（以下，社会的評価）について

論じた．まず，精神科看護の社会的役割やあり方の歴史的変遷を概観した上で，その現状

について論点を整理した．続いて，専門性を発揮するためには根拠に基づいた判断や援助

の基盤となる自律性が必要とされること，また専門性向上のためには職業的アイデンティ

ティ（以下，職業的 ID)を高める必要性があるという知見について述べた．精神科看護師

の研修ニ ー ズは高い一方で，取り組みの課題として専門職的自律性や職業的IDに焦点を当

てた研修が少ない実態を示した．こうした背景から，専門性向上に向けて，専門職的自律

性と職業的IDの向上を目的とした教育プログラムの必要性を論じた．その際，精神科特有

の専門的知識と技術に加えて，他者と自己への気づきや自尊感情に根差した判断力と実践

カ，いわば「知，情，意」を視野に入れた教育的関与が有用ではないかと考えた．有効性

のエビデンスが蓄積されている手法として，講義形式による知識や技術に焦点を当てた教

育的部分とグループワ ー ク形式による心理行動変化を目指した心理的部分からなる心理教

育(Psychoeducation)アプロー チを導入した．また，精神科看護師に求められる専門性とし

て，看護専門職的自律性と職業IDに加え，看護理論，感情の自己制御，倫理性，援助的コ
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